
省

令

国
民
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
民
年
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
保
険
料
全
額
免
除
の
申
請
）

（
保
険
料
全
額
免
除
の
申
請
）

第
七
十
七
条

（
略
）

第
七
十
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

市
町
村
か
ら
提
供
を
受
け
た
所
得
及
び
世
帯
の

情
報
そ
の
他
の
情
報
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
保

険
料
全
額
免
除
の
要
件
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第

一
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
該
当
す
る
蓋
然
性

が
高
い
と
認
め
る
者
に
係
る
法
第
九
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
申
請
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
の

二
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記

載
し
た
申
請
書
を
機
構
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運

営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
申
請
）

（
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運

営
改
善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
申
請
）

第
七
十
七
条
の
五

（
略
）

第
七
十
七
条
の
五

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

市
町
村
か
ら
提
供
を
受
け
た
所
得
及
び
世
帯
の

情
報
そ
の
他
の
情
報
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
保

険
料
の
免
除
の
特
例
の
要
件
（
平
成
十
六
年
改
正

法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二

項
第
一
号
又
は
平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改

善
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
も
の

に
限
る
。）に
該
当
す
る
蓋
然
性
が
高
い
と
認
め
る

者
に
係
る
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
九
条
第

（
新
設
）

令和元年月日 金曜日 第号官 報
12

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
解
体
工
事
元
請
業
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に

関
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

解
体
工
事
（
法
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
解
体
工
事
を
い
う
。
次
条
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
お
け
る
第
一
種
特
定
製
品
の
設
置
の
有
無
の
確
認
及
び
当
該
確
認
の
結
果
に
係
る
説

明
の
実
施
の
状
況

二

法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
書
面
の
交
付
及
び
そ
の
写
し
の
保
存
に
関
す
る
事
項

13

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
第
一
種
フ
ロ
ン
類
引
渡
受
託
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事

項
に
関
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

フ
ロ
ン
類
の
引
渡
し
の
受
託
又
は
引
渡
し
の
実
施
の
状
況

二

法
第
四
十
三
条
第
四
項
の
書
面
の
保
存
に
関
す
る
事
項

三

委
託
確
認
書
の
回
付
及
び
そ
の
写
し
の
保
存
に
関
す
る
事
項

四

引
取
証
明
書
の
写
し
の
保
存
に
関
す
る
事
項

14

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
登
録
を
受
け
た
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
に

対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

フ
ロ
ン
類
の
充
塡
、
引
取
り
、
回
収
、
再
生
又
は
引
渡
し
の
実
施
の
状
況

二

法
第
三
十
七
条
第
四
項
の
充
塡
証
明
書
の
交
付
又
は
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
登
録
に
関
す
る
事
項

三

法
第
三
十
九
条
第
六
項
の
回
収
証
明
書
の
交
付
又
は
法
第
四
十
条
第
一
項
の
登
録
に
関
す
る
事
項

四

引
取
証
明
書
の
交
付
又
は
そ
の
送
付
及
び
そ
の
写
し
の
交
付
並
び
に
そ
の
写
し
の
保
存
に
関
す
る
事
項

15

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、そ
の
登
録
を
受
け
た
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者（
そ

の
委
託
を
受
け
て
フ
ロ
ン
類
の
運
搬
を
行
う
者
を
含
む
。
次
条
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
し
、
フ
ロ
ン
類
の

運
搬
の
実
施
の
状
況
に
関
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

16

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
第
一
種
特
定
製
品
引
取
等
実
施
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る

事
項
に
関
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
一
種
特
定
製
品
の
引
取
り
等
（
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
引
取
り
等
を
い
う
。
次
条
第
八
項

及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
実
施
の
状
況

二

引
取
証
明
書
の
写
し
の
回
付
及
び
保
存
に
関
す
る
事
項

第
六
条
第
一
項
中
「
係
る
フ
ロ
ン
類
」
及
び
「
当
該
フ
ロ
ン
類
」
の
下
に「
及
び
フ
ロ
ン
類
代
替
物
質
」を
加
え
、「
及

び
」
を
「
並
び
に
」
に
、「
必
要
最
小
限
度
」
を
「
必
要
な
最
小
限
度
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
検
査
さ
せ
る
」
を

「
検
査
さ
せ
、
又
は
試
験
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
分
量
に
限
り
試
料
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
」
に
改
め
、
同
条
第

四
項
中
「
法
第
九
十
一
条
の
」
を
削
り
、「
立
ち
入
り
」
の
下
に
「
、
そ
の
再
生
に
係
る
フ
ロ
ン
類
」
を
加
え
、「
検
査
さ

せ
る
」
を
「
検
査
さ
せ
、
又
は
試
験
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
分
量
に
限
り
試
料
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
」に
改
め
、

同
条
第
五
項
中
「
立
ち
入
り
」
の
下
に
「
、
そ
の
破
壊
に
係
る
フ
ロ
ン
類
」
を
加
え
、「
検
査
さ
せ
る
」
を「
検
査
さ
せ
、

又
は
試
験
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
分
量
に
限
り
試
料
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
法
第

十
六
条
第
一
項
の
」
を
削
り
、「
場
所
」
の
下
に「（
当
該
第
一
種
特
定
製
品
の
管
理
者
が
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
特
定

解
体
工
事
発
注
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
解
体
工
事
に
係
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
又
は
解
体
工
事
の
場
所
を

含
む
。）」
を
、「
当
該
管
理
第
一
種
特
定
製
品
」
の
下
に「（
解
体
工
事
に
係
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
立
ち
入
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
管
理
第
一
種
特
定
製
品
が
設
置
さ
れ
た
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条

第
八
項
中
「
又
は
事
業
所
」
を
「
若
し
く
は
事
業
所
又
は
第
一
種
特
定
製
品
を
設
置
す
る
場
所
（
当
該
第
一
種
特
定
製

品
廃
棄
等
実
施
者
が
第
一
種
特
定
製
品
引
取
等
実
施
者
に
当
該
第
一
種
特
定
製
品
を
引
き
渡
す
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
引
取
り
等
に
係
る
場
所
を
含
む
。）」
に
、「
廃
棄
又
は
譲
渡
」
を
「
廃
棄
等
（
法
第
二
条
第
八
項
第
三
号
に
規
定
す
る

廃
棄
等
を
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
法
第
九
十
一
条
の
」
を
削
り
、「
法
第
五
十
条
第
一
項
の
」
を
「
法
第

五
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
主
務
省
令
で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
中
第

九
項
を
第
十
項
と
し
、
第
八
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
職
員
に
、
特
定
解
体
工
事
元
請
業
者
の
事
務

所
又
は
事
業
所
に
立
ち
入
り
、
関
係
帳
簿
書
類
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

12

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
職
員
に
、
第
一
種
特
定
製
品
引
取
等
実
施
者

の
事
務
所
又
は
事
業
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
引
取
り
等
に
係
る
第
一
種
特
定
製
品
及
び
関
係
帳
簿
書
類
を
検
査
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
中
「
第
九
十
三
条
」
を
「
第
九
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

の
日
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

経
済
産
業
大
臣

菅
原

一
秀

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

環
境
大
臣

小
泉
進
次
郎

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

〇
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
二
号

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
百
九
条
の
四
第
一
項
第
三
十
八
号
及
び
第
百
十
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
国
民
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
十
月
四
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信


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